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人口のうごき
	 総人口 １１，109人（14）
男 	５，４94人（12）
女 ５，６15人（2）
世帯数 ４，８１3戸

（各区別人口）平成20年8月末日現在
金武		４，８40人	(20)	転入	 36人
並里		２，６８６人	(-1)	 転出	 27人
中川		 ９２1人	(-5)	 出生	 １３人
伊芸		 ９３7人	(-1)	 死亡	 8人
屋嘉		１，７２5人	(1)	 結婚	 7件
	 	 	 	 離婚	 １件

（　）内は増減を表す

▲金武町文化協会の会員のみなさん（感謝状受賞者）

金武町文化協会20周年
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▲	基調講演を行った三宅曜子さん

▲コーディネーターの伊敷豊さん

▲		中小企業庁経営支援部
　経営支援課長　岸本吉生さん

▲		町役場産業振興課主幹
与儀　実栄さん

▲		独立行政法人農業・食品産業技術総合研究
所・野菜茶業研究所枕崎茶業研究所拠点長

根角　厚司さん

▲朝日新聞社石巻支局長
　高成田　享さん

▲	株式会社沖縄ティーファクトリー
　代表取締役　内田智子さん

語ろう！金武町琉球紅茶
育てよう！金武町発ＪＡＰＡＮブランド

　

十
月
三
十
日
、
町
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
金

武
町
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
：

金
武
町
商
工
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ワ
イ

ズ
代
表
取
締
役
の
三
宅
曜
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
み

ん
な
で
つ
く
る
、
金
武
町
の
紅
茶
を
世
界
ト
ッ
プ
ブ
ラ

ン
ド
に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

基
調
講
演
の
中
で
、
三
宅
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ

ラ
ン
ド
は
特
産
品
開
発
で
は
な
い
。
日
本
最
高
の
物
を

世
界
に
出
し
て
い
く
こ
と
。
金
武
町
全
体
で
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
、
世
界
に
は
乗
り
出
せ
な
い
。
み
ん

な
で
作
っ
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
述
べ
、
ひ
と
つ
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
伊
敷
豊
さ

ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
・
経

営
支
援
課
長
の
岸
本
吉
生
さ
ん
、
朝
日
新
聞
社
石
巻

支
局
長
の
高
成
田
享
さ
ん
、
独
立
行
政
法
人
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
所
・
野
菜
茶
業
研
究
所
枕
崎

茶
業
研
究
所
拠
点
長
の
根
角
厚
司
さ
ん
、
株
式
会
社
沖

縄
テ
ィ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
代
表
取
締
役
の
内
田
智
子
さ

ん
、
町
役
場
産
業
振
興
課
主
幹
の
与
儀
実
栄
さ
ん
を
迎

え
、
「
金
武
町
発 

琉
球
紅
茶
で
産
業
連
携
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
田
さ
ん
は
「
金
武
町
の
土
地
は
、
日
射
量
が
多

い
、
肥
え
す
ぎ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
、
紅
茶
栽
培
に

適
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
金
武
町
で
の
紅
茶
栽
培
の
適

性
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

岸
本
さ
ん
は
「
琉
球
紅
茶
の

産
業
連
携
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
良
質
の
紅
茶
を
つ
く
る
こ
と

が
大
前
提
。
そ
し
て
外
部
の
本

物
を
知
る
人
達
と
い
か
に
繋
が

る
か
が
大
事
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
一
番
の
成
功
の
秘
訣
」
と
、

繋
が
り
の
重
要
性
を
述
べ
ま
し

た
。

　

高
成
田
さ
ん
は
「
琉
球
紅
茶

を
飲
ん
で
み
た
が
、
鼻
か
ら
香

り
が
抜
け
る
、
世
界
で
通
用
す

る
お
茶
だ
っ
た
。
今
後
、
健
康

へ
の
効
能
等
を
研
究
し
て
い
く

こ
と
で
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ン
ド
力

が
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
」
と

述
べ
、
今
後
に
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

　

根
角
さ
ん
は
「
産
業
連
携
は

柱
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と

ぶ
れ
て
し
ま
う
。
柱
が
し
っ
か

り
し
て
い
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
も

の
に
結
び
つ
く
。
紅
茶
は
作
っ

た
だ
け
で
は
売
れ
な
い
。
農
業

と
商
業
が
ど
う
連
携
す
る
か
が

大
事
。
意
識
を
高
め
て
欲
し

い
」
と
、
柱
の
構
築
と
連
携
の

重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

与
儀
主
幹
は
、
金
武
町
に
お

け
る
紅
茶
栽
培
の
現
況
を
説
明

し
た
後
、
「
町
の
立
場
と
し
て

農
家
を
育
成
し
て
い
く
が
、
そ

の
中
で
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で

の
一
連
の
流
れ
を
つ
く
っ
て
展

開
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後

の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
場
の
外
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
琉
球
紅

茶
の
試
飲
会
や
、
紅
茶
を
使
っ

た
煮
玉
子
や
ア
グ
ー
の
ス
モ
ー

ク
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、
参
加

者
ら
は
初
め
て
食
べ
る
味
に
舌

鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了

後
に
は
、
琉
球
紅
茶
産
地
バ
ス

ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
参

加
者
が
、
紅
茶
畑
等
を
見
学
し

ま
し
た
。

金武町の琉球紅茶が
ＪＡＰＡＮブランドに認定されました！
―ＪＡＰＡＮブランドとは？
　 　日本各地でものづくりの伝統や技術・技能が育

まれ、地域の中でより磨き上げられた自然、伝統、
文化、暮らしを世界へ発信できるものに育成する

「ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業」に採択され
た事業がＪＡＰＡＮブランドです。
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▲参加者も自然と笑顔に…

▲ずっと笑顔で講演する真栄田さん

▲体験をもとに講演する新垣さん▲疲れもみせず笑顔でVサイン

「
笑
い
が
一
番
、

　
　
　
　
笑
顔
が
一
番
」

　

十
月
二
十
二
日
、
町
立
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
心
理
療

法
士
・
笑
脳
開
発
士
の
真
栄
田

絵
麻
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
あ

な
た
の
笑
顔
が
な
に
よ
り
も
薬

～
笑
い
が
一
番
、笑
顔
が
一
番
」

と
題
し
、教
育
講
演
会
（
主
催
：

金
武
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
中
で
、
真
栄
田
さ

ん
は
「
悩
み
に
向
き
合
っ
て
く

だ
さ
い
。『
自
分
を
成
長
さ
せ

る
悩
み
だ
』
と
真
剣
に
向
き
合

え
ば
、
必
ず
解
決
し
ま
す
。
ま

た
、
前
向
き
な
言
葉
を
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
考

え
を
持
つ
と
、
自
然
と
笑
顔
に

な
り
ま
す
。『
笑
う
門
に
は
福

来
た
る
』
は
本
当
。
み
な
さ
ん

の
笑
顔
が
、
子
ど
も
や
家
族
に

と
っ
て
何
よ
り
の
薬
で
す
」と
、

笑
顔
と
言
霊
の
重
要
性
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
で
、
笑

顔
と
前
向
き
な
言
葉
を
発
す
る

た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
、
は
じ
め
の
内
は
少
し

照
れ
な
が
ら
も
、
だ
ん
だ
ん
笑

顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

あなたのこころが軽くなる！
～福祉のまちづくり学習会～

ツール ・ ド ・ おきなわ
2008

　この度、金武町・宜野座村・恩納村の３町村合同で、
「あなたのこころが軽くなる！～福祉のまちづくり
学習会～」が行われ、１１月５日には、金武町総合
保健福祉センターで「うつに感謝　生きる喜び」を
演題に、新垣賢昇さんによる講演会が行われました。
　新垣さんは、自身が１０年間にわたってうつ病に
苦しみ、回復に至った体験を語ったうえで「対人サー
ビスのプロだからこそ“うつ”になる。目の前の人
を大切にし、自分を大切にしていなかっただけ。自
分の中のＳＯＳを受け入れ、身近な人に打ち明け、
休むことが大切」と訴えました。
　講演会にはたくさんの方が訪れ、新垣さんの話に
熱心に耳を傾けていました。

　１１月８日、９日の２日間、名護市民会館をメイ
ン会場に「ツール・ド・おきなわ２００８」が行わ
れました。
　大会は、国際ロードレース部門、市民レース部門、
チャレンジサイクリング部門等に分かれて行われ、
チャレンジサイクリング部門の沖縄本島一周コース

（３１３ｋｍ）では、金武町に昼食会場が設けられ
ました。
　９日の昼食会場となったネイチャーみらい館で
は、たくさんの参加者がサイクリングの疲れを癒し、
食後にはまた、小雨の降る中、ゴールに向けて出発
しました。
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▲	清掃活動を行った沖縄電力と沖縄プラント工業の
みなさん▲緑化活動を行った町内造園業者のみなさん

▲並里区の中学生と青年会のみなさん

第 31 回
おきでん対話旬間清掃活動

　　金武町クリーン
ふるさと大発見

「育てよう美ら島　花・緑」

　１１月５日、沖縄電力・沖縄プラント工業の職員
らが、国道沿いおよび発電所通りの清掃活動を行い
ました。
　この活動は、地域との心のふれあいを目的に開催
される「第３１回おきでん対話旬間」における地域
奉仕活動・環境活動の一環として実施されたもので、
両者、関係者合わせて約４５名の職員が参加して行
われました。
　参加者は、マックスバリュー前と農協前の２班に
分かれて、歩きながらゴミ拾い等を行い、約１時間
半の作業で、たくさんのゴミを集めていました。

　平成２０年度沖縄都市緑化月間（主催：沖縄総合
事務局・沖縄県・市町村）にちなみ、１１月１日、
町内の造園業者が緑化活動を行いました。
　沖縄都市緑化月間は、県民の緑化意識の高揚を図
り、都市緑化を推進するために実施されているも
ので、本町では（有）ナカムラ造園土木、（有）外
間造園土木、（有）喜本産業の３社が参加し、町道
２２７号線の街路樹の剪定およびスポーツ広場内の
樹木の剪定作業を行いました。
　今回の活動は、業者から「町の街路樹等の剪定を
行いたい」との申し出により、金武町としては初め
ての試みとして行われたものです。

　

青
年
会
と
中
学
生
が
一
緒
に
美
化
活
動
を
行
う
こ
と
で
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
金
武
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
第
四
回
金
武
町
ク
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
大
発
見
（
主
催
：
金

武
町
青
年
団
協
議
会
）
が
、
十
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
青
年
団
協
議
会
と
町
内
五
区
の
青
年
会
、
金
武
中
学
校

の
生
徒
お
よ
び
先
生
方
、
合
わ
せ
て
約
四
五
〇
名
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
出
身
区
に
分
か
れ
て
国
道
や
公
園
等
の
ゴ
ミ
拾
い
、
約
二
時

間
の
作
業
で
二
屯
ト
ラ
ッ
ク
三
台
分
の
ゴ
ミ
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
青
年
団
協
議
会
の
安
富
祖
健
会
長
は
「
こ
の
活
動
は
、
青
年
た

ち
と
中
学
生
が
交
流
を
持
て
る
数
少
な
い
場
の
ひ
と
つ
。
一
緒
に

な
っ
て
清
掃
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
中
学
生
の
健
全
育
成
の

手
助
け
が
出
来
れ
ば
い
い
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
、
活
動
の
意
義
を
述
べ
ま
し
た
。

第４回



町長と町民を
結ぶコーナーゆいまぁるゆいまぁる
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町民からのご意見

　国道 329 号線を通勤路としています。朝は、学
校へ急ぐ児童生徒、ウォーキングを楽しんでいるご
夫婦、車いすで買い物帰りのご老人といろんな姿の
町民を目にします。今日も、町の一日が始まる活気
ある光景です。しかしながら、残念な光景が目に留
まることもしばしあります。
　第１ゲート前の歩道や琉球病院前の歩道に堂々と
車を駐車しているというモラルに欠ける行為です。
歩道です。目の不自由な方の点字ブロックもありま
す。我が家の庭と勘違いしていませんか ?
　みんなの歩道です。私物化するのは止めていただ
きたい。
　学校へ急ぐ子ども達、朝の新鮮な空気を求め楽し
くウォーキングするご夫婦、車いすで家路に急ぐご
老人に気持ちよく道を開けてください。
　福祉の町づくりは町の憲章です。

【回答】歩道や駐車禁止区域への違法駐車につきま
しては、ドライバーのモラル向上に期待するところ
ですが、町としましても、警察や交通安全協会等と
連携を図り、指導を徹底したいと思います。
　町民憲章にもありますように「福祉のまちづくり」
は町の目指すところであります。町民の皆様にとっ
て、住みよい町となるように、これからも関係機関
と連携しながら取り組んで参りたいと思います。

　先日も、ネイチャーみらい館で行われた、自然体験
まつりでも、町の偉い人たちが、お酒を飲んでいらっ
しゃいましたが、町外からこられた人たちから見れば
感じのよくない光景だと思います。それに、ネイチャー
みらい館は、町外の人達、特に学生や子供たちが、
自然とのふれあいや体験に来る場所ですので、偉い
人達は反省をされてはいかがですか。お酒の飲み方、
飲ませ方は、大人として、高校生の母親として、考え
させられます。特に、ネイチャーみらい館では、使用
目的の施設からして お酒などを禁止にしても良いの
ではないでしょうか。

【回答】自然体験まつりにお越しいただきありがとうご
ざいます。
　ご意見のありましたことに関しまして、不快に思われ
た方にはお詫び申し上げるとともに反省いたします。
　当該施設は、様々な体験をとおして感動していただ
く場所となっておりまして、利用者も老若男女、多種
多様となっております。体験内容も、自然、農業、漁
業等となっておりますが、その中には語らいの場、も
しくは、飲酒をしながらの場面もあるかと思います。
　今後は、一般常識や施設利用の秩序を勘案し、一
定のルールを設けた上で、町と指定管理者が協力し、
より一層満足していただけるような施設として利用し
ていただけるよう取り組んでいきたいと思います。

　僕は、内地に出稼ぎに来ていますが、今度の、世界同時金融危機でリストラに合います。もし、金武町に働く所
が有れば、わざわざ、内地まで出稼ぎに来ません。金武町の若者の出稼ぎ者が１００とも、２００人とも言われてい
ますが、僕らは、金武町で働きたいのです。その若者のために、何とか、内地から工場を誘致して頂けませんか？
僕は、肉体労働しかできませんので企業を誘致して下さい。お願いします。

【回答】金武町では、雇用対策の一環として平成１８年度～１９年度にかけて特用林産物（ぶなしめじ）生産出
荷施設を整備し、１９名の新規雇用を行いました。その内２人は、生産技術等を有している株式会社タカラバイ
オからの派遣となっていますが、その他１７名は町民となっています。その時の雇用条件としては、資格や経験
を問わず採用させていただきました。
　一方、今後（数年後）については、ギンバル訓練場跡地利用を進めて、医療関係やホテル等の整備や誘致を行っ
て雇用の場をつくっていきたいと考えています。また、その他の事業としても特産品加工施設等の農産物加工に
関する事業もあり、そこでは、様々な職種で相当数の採用があると思います。ただし、その職種の中には、専門
知識・技術を必要とするものもあると思います。
　町では、新しい雇用の場にできるだけ多くの町民が採用されるように、想定される職種、人数を把握し、必要
な資格・技術を取得できるような事業（研修等）を来年度（平成２１年度）から実施する計画をしています。
　以上のような事業を町民の皆様に活用していただいて、雇用状況の改善を図っていきたいと思います。

ご意見① 反省をされては ご意見② 福祉のまちづくりを

ご意見③ お願い

これからも町民の皆様からのご意見をお待ちしております
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▲中川小の児童による島くとぅば劇
　「まぎーたーむー」

▲	松堂彩子さん（金武小 4年）
による「カーミカーミカーミ」

文化祭

　

十
五
日
に
行
わ
れ
た
し

ま
く
と
ぅ
ば
大
会
は
、
自

分
の
「
生
ま
れ
じ
ま
」
や

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関

心
を
持
ち
、
普
及
・
継
承

の
あ
し
が
か
り
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
今
回
初
め

て
開
催
さ
れ
、
個
人
、
団

体
合
わ
せ
て
二
十
九
名
の

小
学
生
が
参
加
し
、
「
し

ま
く
と
ぅ
ば
」
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

「
カ
ー
ミ 

カ
ー
ミ 

カ
ー

ミ
」
等
の
笑
い
話
、
「
も

も
た
ろ
う
」
の
紙
芝
居
、

「
ま
ぎ
ー
た
ー
む
ー
」
の

劇
が
し
ま
く
と
ぅ
ば
で
演

じ
ら
れ
、
少
し
詰
ま
り
な

が
ら
も
、
一
生
懸
命
話
し

た
り
演
じ
る
姿
に
、
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
芸
能
祭
は
、

「
健
や
か
に
育
て
!!
金
武

町
黄
金
玉
わ
ら
び
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
器
楽

合
奏
や
琉
舞
、
ダ
ン
ス
に

空
手
、
棒
術
、
獅
子
舞

等
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
大
人
顔
負
け
の
演
舞

を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は

出
演
者
全
員
が
入
り
乱
れ

て
の
で
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
二
日
か
ら
十
六

日
ま
で
の
日
程
で
、
第
一
回

金
武
町
文
化
祭
（
主
催
：
金

武
町
文
化
協
会
）
が
、
町
立

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

金
武
町
文
化
祭
は
、
町
民

の
文
化
の
創
造
と
振
興
に
努

め
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
人

材
の
発
掘
・
育
成
並
び
に
会

員
の
技
術
向
上
、
町
の
文
化

力
の
向
上
を
目
的
に
、
今

回
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

第１回　金武町しまくとぅば大会・子ども芸能祭

文化祭

▶

迫力の空手演舞
琉舞「黒島口説」▶

▲大人顔負けの獅子舞▲出演者全員でのカチャーシー

▲琉舞「鳩間三味」
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華々しくテープカット

▲

▲沖縄ヤカラーズによる民謡

▲金城恵美子研究所による「器楽合奏」

▲金城平枝道場による「寿の舞」

▲吉田三津子道場による「湊くり・高離り」

金武町
　

文
化
祭
で
は
、
写
真
や
工

芸
、
絵
画
、
生
花
等
の
展
示

や
、
し
ま
く
と
ぅ
ば
大
会
と

子
ど
も
芸
能
祭
、
十
六
日
に

は
文
化
協
会
に
よ
る
古
典
音

楽
や
琉
舞
、
民
謡
等
の
舞
台

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
町
文
化
協
会
が
二
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
大

勢
の
会
員
が
参
加
し
、
記
念

式
典
と
祝
賀
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

十
六
日
に
は
、
金
武
町

文
化
協
会
の
二
十
周
年
記

念
式
典
・
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
に
先

立
っ
て
行
わ
れ
た
舞
台
発

表
で
は
、
町
内
の
各
研
究

所
・
道
場
の
み
な
さ
ん

が
、
大
正
琴
や
太
鼓
の
演

奏
、
琉
舞
や
民
謡
、
古
典

芸
能
が
披
露
さ
れ
、
美
し

い
音
色
や
、
力
強
い
舞
踊

に
、
会
場
か
ら
は
拍
手
や

指
笛
が
鳴
り
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
全
員

で
町
歌
を
斉
唱
し
た
後
、

歴
代
の
金
武
町
文
化
協
会

会
長
の
他
、
功
労
者
へ
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
式
辞
を
述
べ
た
金
武

町
文
化
協
会
の
宮
内
哲
至

会
長
は
「
二
十
年
を
新
た

な
出
発
と
し
、
今
後
も
文

化
の
振
興
・
発
展
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
」
と
、

力
強
く
今
後
の
町
文
化
協

会
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
祝
賀

会
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん

の
関
係
者
が
参
加
し
、
町

文
化
協
会
の
二
十
周
年
を

祝
う
と
と
も
に
、
鏡
割
り

や
、
様
々
な
余
興
で
祝
賀

会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

金武町文化協会２０周年記念式典・祝賀会、舞台発表

金武町
第１回

記念式典・祝賀会

▲20周年を祝して鏡開き

▲美しい「華道」の展示

▲式辞を述べる宮内会長
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▲各学校の代表者と最優秀賞の渡嘉敷さんと比嘉さん

▲お話の部屋で遊ぶ子どもたち

▲紙芝居のようす

▲はやくじゃがいもできるといいなぁ

部　門 市町村 学校名 学年 氏名 演　題

小学校低学年

男子

伊江村 西小学校 1 上地　奏楽 にわとりとりゅう

名護市 名護小学校 2 森　祐介 えんま大王と三人の男

小学校低学年

女子

名護市 名護小学校 2 仲本　めい かばのびようたいそう

名護市 東江小学校 2 金城　詩乃 カナシーと赤おに

小学校高学年

男子

名護市 東江小学校 5 島袋　凌 やってやるぞ

伊江村 西小学校 6 知念　将利 初めての挑戦

小学校高学年

女子

名護市 安和小学校 5 池原　美紀 私たちの大きな挑戦

伊平屋村 伊平屋小学校 4 仲本　めい 世界一のお父さん

中学校　男子
本部町 本部中学校 2 上原　李輝 一円の重み

今帰仁村 今帰仁中学校 1 星　敏史 父の死を超えて

中学校　女子
名護市 久辺中学校 2 比嘉　夏鈴 伝え合う心

金武町 金武中学校 3 渡嘉敷　恵里 フードロスを考える

　

十
一
月
三
日
の
文
化
の
日

に
、
町
立
図
書
館
で
、
第
四

回
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

約
百
名
以
上
の
親
子
連
れ
等

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

町
立
図
書
館
司
書
と
並
里
区

方
言
収
録
委
員
会
に
よ
る
「
オ

ラ
ン
ダ
森
と
エ
ー
グ
石
」
の

共
同
実
演
や
、
学
校
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
女
子
短
期
大

学
非
常
勤
講
師
の
池
間
多
美

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
絵

本
の
力
子
育
て
に
絵
本
を
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
講
演
中
に
は

図
書
館
司
書
に
よ
る
、「
お
話

の
部
屋
」
も
開
か
れ
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
や
絵
描
き
歌
で
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
立
図
書
館
の
仲
田
館
長

は
「
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

し
て
く
れ
て
大
変
喜
ん
で
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
金
武
町
の

読
書
人
口
を
増
や
す
活
動
を

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

国
頭
地
区
小
中
学
校

　
　
童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
大
会

　

十
一
月
十
日
、
町
内
の
小
中
学
校
、
金
武
公
会
堂
、
並
里
区
公
民
館
で
、

第
十
六
回
国
頭
地
区
小
中
学
校
童
話
・
お
話
・
意
見
発
表
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
、
金
武
町
で
の
開
催
と
な
っ
た
同
大
会
に
は
、
北
部
市
町
村
か
ら

七
十
二
名
が
参
加
し
、
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年
、
中
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
男

女
に
分
か
れ
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

金
武
公
会
堂
で
は
、
中
学
生
女
子
に
よ
る
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、
十
二
名

の
生
徒
が
素
晴
ら
し
い
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
金
武
中

学
校
代
表
の
渡
嘉
敷
恵
里
さ
ん
（
三
年
）
と
久
辺
中
学
校
の
比
嘉
夏
鈴
さ
ん

（
二
年
）
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
県
大
会
へ
の
派
遣
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
四
回 

読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

じゃがいもたくさんできますように！
　

十
月
二
十
九
日
、

町
社
会
福
祉
協
議

会
ふ
れ
あ
い
農
園

に
、
町
内
の
保
育

園
児
た
ち
が
、
じ
ゃ

が
い
も
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
「
た

く
さ
ん
で
き
ま
す

よ
う
に
！
」
と
願

い
を
込
め
な
が
ら
、

一
生
懸
命
に
じ
ゃ

が
い
も
を
植
え
、
収

穫
の
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

今
回
、
植
え
つ

け
ら
れ
た
じ
ゃ
が

い
も
は
、
二
月
頃

に
収
穫
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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▲コミカルな動きで笑わせた喜劇「夫婦円満菓子」

▲涙を誘った「丘の一本松」

　

十
月
二
十
五
日
、
町
立
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
劇

団「
美
ら
芝
居
」金
武
公
演（
主

催
：
金
武
町
文
化
振
興
事
業

実
行
委
員
会
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

劇
団
「
美
ら
芝
居
」
は
、

宜
野
座
村
在
住
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
と
し
た
沖
縄
芝
居
劇

団
で
、
今
回
の
金
武
公
演
で

は
、
喜
劇
「
家
庭
円
満
菓
子
」、

教
訓
劇
「
丘
の
一
本
松
」
の

二
作
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
喜
劇
「
家
庭
円

満
菓
子
」
で
は
、
演
者
の
コ

ミ
カ
ル
な
動
き
に
、
観
客
か

ら
は
絶
え
間
な
く
笑
い
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

第
二
部
の
教
訓
劇
「
丘
の
一

本
松
」
で
は
、
父
子
の
や
り

と
り
に
笑
い
が
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
父
子
が
抱
き
合
う
シ
ー
ン

で
は
客
席
か
ら
す
す
り
泣
く

声
も
聞
こ
え
、
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
素
晴
ら
し
い
公
演

に
、
観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▲会場から登場した「ミルク」▲中川区婦人会による「エイサー」

▲勇壮な「棒かじゃで風」▲	鮮やかな衣装と舞で観客を魅了した
「毬舞」

▲軽快に跳ねる「桿
かんまい

舞」▲屋嘉区芸能保存会による「恩納節」

　11 月 1 日、町立中央公民館大
ホールで、第 15 回金武町民俗芸
能祭（主催：金武町教育委員会）
が行われました。
　今回は金武区伝統芸能保存会に
よる「ミルク・獅子舞」、並里区伝
統芸能保存会による「棒かじゃで
風」、中川区婦人会による「エイ
サー」、屋嘉区芸能保存会による「恩
納節」の他、町外からも琉舞かな
の会による「桿

かんまい

舞」、南城市佐敷字
津波古獅子蹴跳（舞）保存会およ
び八重瀬町志多伯獅子舞棒術保存
会による「毬舞」が披露されました。
　「毬

まりまい

舞」では、色鮮やかな衣装で
の舞いと、獅子と戯れる演舞で観
客を魅了し、獅子に乗って退場す
る際には大きな拍手が送られてい
ました。

民俗芸能を堪能

笑
い
と
涙
の
沖
縄
芝
居
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▲消防車に乗って大満足！

▲	３連覇を達成し、役場を表敬訪問したレキオスＦＣ
のみなさん

▲防火の誓いを守って敬礼！

▲盛り上がったグランドゴルフ・ホールインワン競技

　

十
一
月
十
二
日
、
町
立

中
央
公
民
館
で
、
第
十
三

回
金
武
地
区
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
行
わ
れ
、
金
武
町
、

宜
野
座
村
、
恩
納
村
の
三

町
村
か
ら
、「
火
の
用
心
」

の
は
っ
ぴ
を
着
た
保
育
園

児
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
消
防
車

や
救
急
車
が
公
開
さ
れ
て

お
り
、
園
児
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
記
念
撮
影
を
撮
っ

た
り
、
見
学
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

す
っ
き
り
し
た

秋
晴
れ
の
下
、
十

月
二
十
五
日
、
町

営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

金
武
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
運
動
会

（
仲
間
輝
久
雄
会

長
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

運
動
会
で
は
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

競
技
や
恋
人
探
し
、

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
リ

レ
ー
等
の
競
技
が

行
わ
れ
、
参
加
し

た
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
み
な
さ
ん

は
、
テ
ー
マ
通
り

「
明
る
く
・
楽
し
く
・

睦
ま
じ
く
」
笑
顔

で
、
気
持
ち
の
い

い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
ホ
ー
ル
に

場
所
を
移
し
、
全
員
で
「
私

た
ち
は
絶
対
に
火
遊
び
は

し
ま
せ
ん
」「
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
先
生
方
の
教

え
を
守
り
ま
す
」「
私
た
ち

は
元
気
な
明
る
い
子
に
な

り
ま
す
」「
私
た
ち
は
守
り

ま
す
火
の
用
心
」
と
、
防

火
の
誓
い
を
し
ま
し
た
。

レキオスＦＣがビーチサッカー全国大会で３連覇！

いつまでも「明るく・楽しく・睦まじく」

金
武
地
区
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
防
火
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　宜野湾市のトロピカルビーチで行われた、全
国ビーチサッカー大会 2008 で、金武町に拠点
を置くレキオスＦＣが、同大会 3 連覇を達成し
ました。
　順当に勝ち上がったレキオスＦＣは、決勝戦
で同じ沖縄県から出場しているソーマプライア
と対戦しました。両チームは、同大会の県予選、
金武町長杯の決勝でも対戦しており、いずれも
ソーマプライアに軍配があがっていました。悔
しさをバネに、チームがひとつになって挑んだ
決勝戦では、終始試合をリードし、８対４でソー
マプライアを破り、雪辱を果たしました。
　１０月２１日には、町役場を訪れ、儀武町長
らに優勝を報告しました。
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金武町情報公開及び個人情報保護制度
運営審議会委員の公募について

　金武町情報公開条例及び金武町個人情報保護条例の規定に基づ
き、金武町情報公開及び個人情報保護制度運営審議会が設置されて
います。
　この制度の適正かつ円滑な運営及び改善を図ると共に、町民の皆
様から広くご意見をいただくため運営審議会の委員を公募致しま
す。

①公募人数 ……… 公募委員は、町民から３人
②応募資格 ………   情報公開制度及び個人情報保護制度の運営に関

心のある者で、年齢が20歳以上の町内在住者
③応募方法 ………   総務課に設置してある指定の応募用紙に必要事

項を記入し、公募期間内に総務課まで直接持参
又は郵送すること。

④公募期間 ……… 平成20年12月 8日（月）～12月19日（金）
⑤決定方法  ………   公募人数を超えた場合は、原則として抽選とす

る。
⑥委嘱状の交付 … 公募の結果、決定者には委嘱状を交付する。
⑦問い合わせ …… 金武町役場総務課
　　　　　　　　  電話 968-2111　（有）8-2111

職業訓練生（2月入所生）募集のお知らせ
求職者のみなさまを対象として早期就職の促進を図るための職業訓

練生を募集します。

赤十字募金へのご協力ありがとうございました
　赤十字募金（赤十字社員増強運動）が５月１日から全国一斉に
展開されました。金武町でも多くの方にご協力をいただき、１１
月１日現在で1,636,706 円の募金が寄せられました。皆さま
のご協力ありがとうございました。
　寄せられた募金は、赤十字の国際救援活動・地域災害救助活動・
血液事業など幅広い事業で活用され、本町においては住宅火災の
被害にあった罹災者に対し、災害救援物資（毛布・緊急セット・
衣類セット）が支給されました。

今後とも赤十字等の活動に、一人でも多くの
皆さまのご協力をよろしくお願いします。

収納額…………1,636,706 円
　○一般社費…1,515,706 円（協力世帯 2,934 世帯）

　○法人社費…121,000 円（14 件） 

問い合わせ　金武町役場保健福祉課　赤十字担当
☎９６８－３５５９
（有）８－３５５９

結核予防複十字シール募金運動への
ご協力についてのお礼

　結核予防複十字シール募金運動は、８月１日から１２月
３１日にかけて全国的に展開されており、町民の皆さまから
集められました募金は７３９，１００円となりました。
　寄せられた募金は、財団法人	結核予防会沖縄県支部を通
じて、結核予防の普及啓発や広報、胸部検診の機器整備、胸
の病気（結核、肺がん等）の調査研究事業、開発途上国への
結核対策援助などに用いられることとなります。

町民の皆さまのご理解とご協力、
誠にありがとうございました。

問い合わせ先：金武町総合保健福祉センター
担当；喜久川

☎０９８－９６８－５９３２
(有 ) ８－５９３２

国民年金保険料の収納業務に係る民間委託（市場化テスト）
　沖縄社会保険事務局では、沖縄県の国民年金保険料の収納対策強化として、
平成 20 年 10 月より保険料未納者に対して納付督励業務（電話・文書勧奨
め、戸別訪問等）を下記事業所へ委託しています。

【委託事業者】
エー・シー・エス債権管理回収株式会社

☆介護サービス科
（デュアルシステムコー

ス）
訓練内容  ヘルパー2級等の資格

を取得するための学科
と実技を学び、職場実
習を行います。

訓練期間 平成21年2月2日（月）
～5月29日（金）

定員 25名
資格  訪問介護員（ホームヘル

パー）、居宅介護従業者2級等
対象者 ①	過去5年以内におい

て、おおむね3年以上
継続して常用雇用され
たことがない方。

　　　  ②	子育て終了後の女性及
び母子家庭の母親等。

☆IT関連事務コース
訓練内容  ビジネスに必要な財

務、経理の知識、技能
を習得。併せて情報技
術の基礎技術を習得し
ます。

訓練期間 平成21年2月4日

（水）
～4月30日（木）

定員 20名
資格  ワープロ検定、表計算検定

等。
対象者  雇用保険受給資格及び一

般求職者。
☆両コース共通
募集要項配布日
 平成20年12月8日（月）

～12月25日（木）
受付日　平成20年12月26日
（金）9時～17時まで
定員　20名
適性検査　平成21年1月15日
（木）
対象者　雇用保険受給資格及び一
般求職者。
申込先　 ハローワーク沖縄　☎

098-939-3200
お問い合わせ先　独立行政法人　
雇用・能力開発機構
沖縄北部雇用能力開発総合セン
ター（名護市豊原224-3）
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第 4 回

金武町の
自然がいっぱい！

金武町自然体験まつり

金武町の
自然がいっぱい！

金武町自然体験まつり
　

十
一
月
二
日
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
み

ら
い
館
で
、
第
四
回
金
武
町
自

然
体
験
ま
つ
り
（
主
催
：
金
武

町/

企
画
運
営
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雄

飛
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
親
子
連
れ
等
で
賑
わ
い
、
カ

ヌ
ー
や
漆
喰
シ
ー
サ
ー
、
紅
型
、

木
工
、
農
業
、
田
ん
ぼ
遊
び
等

の
様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
番
人
気
の
カ
ヌ
ー
体
験
で

は
、
開
始
時
刻
か
ら
終
了
時
刻
ま

で
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
賑
わ

い
、
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
カ
ヌ
ー

を
漕
い
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

田
ん
ぼ
遊
び
体
験
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
、
追
い
か
け
っ
こ
を
し
た

り
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
と
、

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
金
武

区
青
年
会
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
や

松
竹
梅
等
の
伝
統
芸
能
や
、
金

武
町
親
父
バ
ン
ド
、
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
、

松
田
一
利
に
よ
る
ラ
イ
ブ
等
も

行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
ま
つ
り
の
最
後
を
飾
っ

た
『
し
ゃ
か
り
』
の
ラ
イ
ブ
で
は
、

テ
ン
ポ
の
良
い
曲
に
合
わ
せ
て

観
客
も
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
り

だ
す
な
ど
、
会
場
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
金
武
町
の
豊
か
な
自

然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲泥だらけになって田んぼではしゃぐ子どもたち

▲順番待ちも出たカヌー体験

▲情感を込めて歌った「ＥＲＲＹ」のライブ ▲カチャーシー等で盛り上がった「しゃかり」のライブ▲金武区青年会による「松竹梅鶴亀」

　
皆
様
、
師
走
の
ひ
と
時
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
早
い

も
の
で
、
平
成
二
十
年
も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
と
り

ま
し
て
、
こ
の
一
年
は
自
分
自
身

や
周
り
の
環
境
が
大
き
く
変
化

し
、
と
て
も
充
実
し
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
に
と
っ
て
は
ど

の
よ
う
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

　
今
年
の
金
武
町
は
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
世
間
の
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
に
目

が
行
き
が
ち
に
な
り
、
沈
ん
だ

気
分
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
周
り
を
見
渡
す
と
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
や
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
人
達
が
い
ま
す
。
小
さ
な
町

の
小
さ
な
出
来
事
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
町
民
に
希
望
を
与
え
る
素

晴
ら
し
い
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
今
年
一
年
の
取
材
を
通

し
、
町
民
の
皆
様
か
ら
、
多
く
の

感
動
を
も
ら
い
、
同
時
に
色
々
な

事
を
学
ば
せ
て
い
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
さ
て
、話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、

師
走
は
行
事
が
満
載
で
ご
ざ
い
ま

す
。「
今
年
も
い
い
年
だ
っ
た
」

と
思
え
る
よ
う
に
、
嫌
な
こ
と
も

笑
い
話
に
な
る
よ
う
に
、
一
年
の

終
わ
り
を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
も

の
で
す
ね
。

　
さ
ぁ
皆
様
。
節
度
を
も
っ
て
清

く
正
し
く
浮
か
れ
ま
し
ょ
う
。


